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※礎災をIio〔接の原因として、、ド成７年3113111までに亡くなった方を柵紋しました。
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阪神・淡路大震災は、兵庫の教育にどのような影響をもたらしたのか。震災直後の混乱が

収まった頃から私どもはそのことに心をとらわれてきました。日に日に拡大していく被害の

大きさに、どこからどう手をつければよいか、手をこまねく時期がありました。しかし、私

どもは大震災が学校現場にもたらした被害と、被災当初から復旧、復興にいたる児童生徒、

教職員、教育委員会などの行動や対応を可能なかぎり明らかにして、広く被災地内外の多く

の皆さんに、この震災下の教育現場の状況を理解してほしいと考えたのです。

県教育委員会では、平成７年４月に学識経験者による防災教育検討委員会を設置し、被災

地の各地域、学校の種類ごとに典型的な15の学校を防災教育協力校に指定しました。この協

力校と教育委員会事務局で梢成した三つの部会が、この震災に関する詳細な記録の収集を進

めました。こうして集められた記録を中心として、市町教育委員会、学校、そして県民の皆

さん方の協力を得て編集したのが本誌です。本文中に記載した各学校、児童生徒、教職員の

方々のほか、数多くの皆さんから頂いた貴重なご協力に心から感謝申し上げます。

本誌の編集にあたっては、事実をありのままに、作文や手記はできるかぎり原文のままで

掲載しようとしました。絵画などについても表現の巧拙ではなく、より多くの場面や段階に

あるものを選択しました。

震災後、被災地のあちこちで、多くの涙が流れました。無念の涙の一粒一粒を教訓に変え、

力に変え、失ったものをただ取り戻すのではなく、震災を生きた私たち一人ひとりが新たな

教育の創造と、より一層のこころ豊かな人づくりに向けて歩み続けることこそが、あの尊い

犠牲と熱い真心に応えうる唯一の道と思われてなりません。

本誌が兵庫の教育の復興と、すべての読者の皆さんの大霞災に関する検討の素材として、

いくばくかでもお役にたてれば、これに過ぎる喜びはありません。

兵庫県教育委員会

震災を生きて-記録･大震災から立ち上がる兵庫の教育一
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